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まえがき

株式会社三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助を得

て､平成9年3月13日から3月26日までの14日間にわたって､パキスタン回教共和国

及びタイ王国において農業開発事業に係わるプロジェクトファインデイング調査を行った｡

パキスタン国では政府の方針として工業化を目指してはいるものの､農業部門の同国経

済に占める役割並びに重要度は不変である｡近時点での経済指標が示すパキスタン経済は

良好な姿を示しているとはいえ政治的な安定はいまだ道遠く､同国の経済基盤としての農

業部門の安定はひいては政治･社会状況の安定に大きく轟与するものと思われる｡このよ

うな背景下､地形的･気候的特性を生かして広範な農業が営まれている北西辺境州におけ

る農業試験･研究体制の強化･拡充が焦眉の課題となってきている｡

タイ国ではごく限られた地域以外では基本的に天水頼りの不安定な農業を強いられてい

る｡このような状況下で､余剰電力の有効活用の観点からエネルギー開発促進局が電力利

用のポンプ濯概施設を主要な河川沿いに設置している｡タイ全国で既に1900ケ所に上る

濯概施設が建設されており､このうち建築後年数が1 0年以上経過して老朽化した施設が

440ケ所に及んでいる｡これらのほとんどは河川の水位変動に対応できるフローティング

形式である｡ DEDPではこれら老朽化の進んだポンプ施設の更新と圃場内濯瀧施設の改修

を緊急課題として取り上げており､資金的な援助を海外に模索中であるとの情報を得､我

が国海外経済協力基金の援助の方途を探るための調査を行った｡

今回のプロジェクトファインデイング結果から相手政府当局が希望する技術的･経済的

協力が日本政府の協力案件として取り上げられ､我が国と当該国の親善･友好の一助とな

れば幸いである.

平成9年3月

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 渡辺 滋勝
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第1部

パキスタン国

北西辺境州農業試験場群改良事業
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Ⅰ.調査の背景

ト1.要請の背景

パキスタン国においては不安定な政治情勢に伴い落ち込んだ経済の立て直しに必要な努

力が緒についたばかりである｡中でも1億3千万にも及ぶ国民の食料を供給するために農

業部門はパキスタン経済においても重要な位置を占めている｡国民の主食である小麦は今

なお約30%､食用油については80%を輸入に頼っており､国家財政に多大な負担を与えて

いる｡

北西辺境州では地形条件､気象条件などにおける多様性並びにカブール川などに代表さ

れる水資源の恵みを受けて､各種作物(小麦を含む穀類､野菜･果樹等の園芸作物やその他

畑作物)に対する試験･研究､実証試験､基礎種苗の生産などに対する活動が活発である｡

特に､基礎研究の分野では北西辺境州立農業大学と連携して､必要な活動を展開している｡

しかしながら､連邦･州南政府の財政事情の悪化から､上記活動に必要な施設･機材の老

朽化が激しく､各試験場に与えられた所期の目的を達成することが非常に困難な状況下に

置かれており､海外先進国からの技術･経済援助が不可欠の様相を呈している｡

ト2.調査の概要

上記に述べられたパキスタン国並びに北西辺境州の置かれた状況を把起する目的で､ぺ

シャワールを中心に同州の農業試験研究活動に携わっている関係機関を訪問するために､

基礎研究を行っている北西辺境州立農業大学及び同州農業省にコンタクトし情報の収集を

行った｡同農業大学においては北西辺境州における農業試験研究の枠組みをヒアリングす

るとともに､同大学の研究施設や圃場施設の改修･改良のための必要性の陳情を受けた｡他

方､同州農業省計画部長との打合わせにおいては同省が重点を置いている農業試験場のう

ち調査団が与えられた日程及び行程で訪問しうる所として､タルナブ総合農業試験場､ノ

ウシェラ穀類試験場及びミンゴラ農業試験場を紹介された｡北西辺境州立農業大学並びに

紹介を受けて訪問した各農業試験場の概要は後述する通りである｡

Ⅱ.事業計画の背景

2-1.パキスタン経済の概況

パキスタン国のGDPの1995･96年間における成長率は6.1%であった｡この高度成長は商品
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部門における6.4%及びサービス部門の5.8%成長の結果である｡農業部門に焦点をあてると､米､

小麦及び豆類の生産額がそれぞれ前年度より15.1､ 3.3及び14.3%の伸びを示した｡綿花に付

いては過去においてカール･ウイルスや他の自然条件の悪影響下で受けた被害を克服し21.8%

の増産を示した｡他の作物も押し並べて増産傾向であった｡これには良好な天候が続いたことの

他にも政府め農産物価格改策によって農民にとってより魅力的となった市場-の反応を可能にす

る農作業体系の改善が進んだこともある｡

他方､ 1996年初頭の全人口は約1億3千万と推定され､過去1年間の人口の伸びは年率換算

2.82%であった｡ 1993年に行われた人口動態調査によれば､人口1千人あたりの出生率は38.9

人及び死亡率は10人であり､乳幼児死亡率は誕生1千人あたり101.8人であった｡全人口に対

する労働提供可能率27.9%を適用すると就業可能人口は約3千7百万人で､このうち1千万人は

都市居住者であり2千5百万人は農村居住者である｡完全失業率は4.8%であった｡

2-2.国家開発計画

パキスタン国においては､ 5カ年を1期とする中期計画の枠組みで経済･社会開発の舵取りが行

われている｡これら中期計画は15年の長期的展望に基づいて策定されるとともに計画そのものは

単年度計画によって実施されている｡第7次5カ年計画は1993年6月30日に終了し,引き続き第

8次計画(1993 - 1998)が実施に移された｡

第8次計画の骨格は連邦及び州政府との綿密な協議のもとに作成された｡即ち,公共･民間両

部門から参加した2,500人以上の専門家が28の委員会を構成し､これら委員会の所見や勧告を

充分に踏まえて当初計画が策定された｡本計画においては政府の主要政策が活力にあふれか

つ万人に平等な経済システム-導く必要性並びに重要性を反映している｡

上記計画理念を性格付けるものとして管理･運営手法における政策面での主導体制に主

眼を置くこと､部門別実行計画の取捨選択の必要性及び物的並びに社会的インフラの整備

並びに復旧が新規の投資対象として重要な位置を占めている事実を認識することなどがあ

げられる｡かくして公共投資の配分については政策及び管理･運営手法の改善並びに資源活

用の生産性などを総合的に勘案して決定されるものである｡本計画の主要目標を表2
- 1

に示した｡

2-3.農業開発計画

農業部門は､国内総生産額(Gop)の4分の1以上を産出し､また､就労可能人口の約半

数を雇用するとともに輸出収入に対して相当なシェアを占めているように､単独部門とし
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てパキスタン経済の最大部門である｡同部門は過去10年間において平均成長率約4.4%を

維持してきている｡

第8次計画においては成長並びに開発の主要な手段として農業部門を活用することが強

調されている｡農業部門に課せられた目標は､食糧安全保障､食糧自給及び輸出向けの余

剰を確保するために人口の伸びを上回る成長率を達成することである0

農業濯概･排水施設の統合的管理

効率的農地管理

効率的水管理

資源の保全を図る一方各種の投入要素を効率的に適用することによって利用可能な農地

及び水資源の生産力を適正化する事が優先課題である｡これらには以下の事項が含まれる｡

農業生産施設及び濯概施設の系統的な開発及び調整のとれた管理･運営

農地及び水管理手法の改善

施肥反応を高める成分構成率の改善､圃場の均平化並びに末端水管理システムの効

率化

- 試験研究､教育､普及及び生産活動間のより良好な連携

一 統合的防虫･防除管理

一
付加価値のより高い作物への多様化並びに畜産､水産及び林業などの非耕種活動の

導入

一 農村地域における農産工業の導入･奨励

- バラニ(天水農業)地区の生産性の改善

一
女性の参加促進

過去の一連の開発計画において農業生産並びに濯概両施設の整備に対してかなりの投資

が行われてきた｡第8次計画においてはこれらの投資活動から得るべ最高のリターンを確

保することに重点を置いている｡そのためには､施設の修理や維持管理に対して十分な投

資を行うこと及び十分な運転資金を供与することによって運営効率の改善を図る必要があ

る｡

パキスタンにおける農業生産システムは､連邦､州及び草の根各レベルにおける非常に多

くの組織､協会､特定機関の連携を必要とする複雑な企業体系である｡従って､農業開発

分野に直接包含される関係機関問の連携がうまく取れないことが農業部門の効率の低さの

唯一最大の原因となっている｡
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農業教育､試験研究･普及活動及び農民間の連携は非常にもろいものである｡近年の農業

開発においては､農産工業の導入･促進並びに輸出指向の高付加価値作物の生産に置かれつ

つあり､このためにも関係機関間の連携を強化することが緊急課題となってきている｡

教 育:特に専門学校や大学などの高等課程における農業教育の質を､地域･地方の条件

に即したカリキュラムの構造改革及び教科書の整備､教師並びに学生の素養の

改善及び実地並びに試験施設での訓練に適正な視点を置いたより質の高い授業

が実施するための十分な資金の供給などを通じて改善していく必要がある｡

試験研究:パキスタン国における現行の試験･研究システムは各組織に固有の責任分野を割

り当てるため徹底的に検討するとともに､計画策走､資源の配分及び試験･研究

結果の監視のための手続きを簡素化する必要がある｡国家的試験･研究計画の枠

組みの中で大学を含む全ての研究機関に所属する科学者が試験研究に対する関

心を維持しつづける事が可能となるべく十分な資金を提供するために最大限の

努力が払われるべきである｡

普及活動:普及活動における重大な欠陥は現場スタッフの経験が不足していることであり

結果としてモラルの低下ややる気の無さとなっている｡これに対する対策とし

ては綿花栽培で得られた成功体験からして､農産物の流通において可能な限り

民営化することであろう｡視聴覚メディアにより大きな信頼を置くべきであり､

全ての作物や農作業体系に対する専門性を持つことの出来ない個別普及員に多

くを期待すべきではない｡テレビやビデオのような電子的メディアを駆使して

農家への指導教育を行うべきである｡

農業政策の実施すべき要点は以下の通りである｡

ー パキスタン国立農業試験評議会及び各州農業試験機関は適地適作型並びに問題対応

型の試験研究を行うべきであり､得られた結果は現行の農業普及活動体制を通じて

農家に伝達すべきである｡即ち､試験研究及び普及活動の連携をより強化するべき

である｡

- とりわけ小麦､油糧作物､砂糖きび､水稲及び豆類の改良種子増産のために必要な

試験研究並びに開発活動を行う必要がある｡

ー 農業投入資材特に肥料及び水の利用効率改善によって作物の生産性を向上させる必
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要がある｡病虫害対策を進めるために総合的防除管理を行う必要がある｡

改良濯概手法を更に一般化する必要がある｡農民に対しては異なった作物について

個別の単位要水量や濯概頻度などについて指導を行う必要がある｡濯概用水として

地下水と表流水利用との混合利用を､とりわけ地下水源が濯概に適切で表流水の不

足している地域では積極的に導入する｡

スプリンクラーや点滴濯概手法を濯概水が欠乏している地域でかつ樹園地や高付加

価値作物に導入する｡

とりわけバラニ地域における土壌水分の保持･保全が必要な地域において硬土層の

破砕のために深耕用の農機具を供与することによって適切な土壌管理が生産性増進

計画の下で促進されるべきである｡更に､より精度の高い圃場均平作業が奨励され

るべきである｡

ⅠⅠⅠ.事業計画

3-1.北西辺境州における農業試験研究体制

(1)総論

1987年以前においては農業試験研究体制は北西辺境州農業省の傘下にあり農業大臣が

長を努めていた. 1987年にTIPAN (Transformationand Integration of Provincial

Agricultllral Network)と呼ばれる米国の援助プロジェクトに基づいて国会の定める法律

により同体制は北西辺境州立農業大学に移管された｡これにより組織上は同農業大学の一

部分となり､副学長がチーフを努めることとなったが､農業試験場の職員はなお北西辺境

州政府に所属しており､更に必要な予算は州政府が負担している｡従って､州農業省は農

業試験研究分野で重要な役割を担っている｡

北西辺境州にj引ナる農業試験研究体制は､表3
-

1が示すように14の試験場群で構成さ

れている｡この中で､タルナブ試験場がその設立が1908年ともっとも古く､マルダンの砂

糖作物試験場が1950年及びノウシェラ穀物試験場が1955年設立と続いている｡

(2)北西辺境州立農業大学
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1950年代において農業専門学校はぺシャワール大学の一部として編入された｡その後､

1974年には農学部さらには1981年に農業大学へと格上げされた｡北西辺境州立農業大学

の役割は①農業及びこれに関連する専門分野の学際的なトレーニングを実施すること､ ②

農民の立場に立った問題解決型の試験研究を実施すこと､及び③北西辺境州の農村部や農

業普及活動に対して伝播型･継続的教育訓練を通じて教育と試験研究間の連携を図ること

である｡現在､同大学の関与する研究システムにおいては500人にのぼる経験豊富なスタ

ッフを擁している｡同大学本部においては､ 33人の教授､ 25人の準教授､ 38人の助教授

並びに74人の講師が在籍している｡

(3)タルナブ総合農業試験場

同試験場は数北西辺境州でも数ある中の草分け的存在であり､野菜や園芸作物を中心に､

病虫害防除､施肥効果の試験研究などを通じて､新品種の開発や原種の生産を行っている｡

敷地総面積は250エーか(100㌶)であり､このうち圃場は130エーか-(約53㌶)である｡本試験

場の役割並びに機能は概略下記の通りである｡

一単位面積当たりの生産力の向上を通じた作物増産

-農業投入資材の効率改善により農家段階での作物収益の向上

一病虫害や雑草に対する作物の抵抗性を改善することにより､劣悪な環境条件下でより免
疫性が高くかつ耐病性のある作物品種を育成することによる生産の安定化

-より高い栄養分､改善された風味あるいは視覚に訴えるなどの要素を保持した品種の育
成を通じた質の改良並びに品質に影響を与える生産技術の改善及び収穫後処理技術の

改良

一蜜蜂飼育､花井栽培､椎茸栽培といった広大な農地を必要としない耕種の開発

一生産者､農産工業及び輸出向け生産物の改良

(4)ノウシェラ穀類試験場

穀類試験場はカブール川の左岸､ノウシェラより3キロ東方のピルサバク村の近傍に位

置する.標高は海抜288‡克､北緯32o 東経74oの地点である.

本試験場は､ 1955年に北西辺境州農業局の試験研究部に移管された時点でハイブリッ

ド･トウモロコシ農場として開場した｡その後1972年にトウモロコシ･ミレツト試験場に格

上げされトウモロコシ､ソルガム及びミレツトに関する試験業務がスタートした｡ 1980年

に到って小麦､大麦及び他の穀類の試験業務も含まれることになり名称も現在の穀類試験

場と改名された｡試験場の総面積は437エーカー(約117㌶)でこのうち350エーカー(141
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㌶)が耕地で残りは建物敷地や水路並びに弛などである｡

長期:収量,適応性､病虫害に対する抵抗性並びにあらゆる環境ストレスへの耐性など

を更に改善した穀物品種の継続的な研究及び新品種から得るべき最大のリターン

を確保するための生産技術のさらなる改良･改善

短期:現在時点で推奨されている品種の原原種生産を極大化すること並びに一連の改良

農耕手法を出来る限り多くの農家の間口に提供すること｡

(5)ミンゴラ農業試験場

ミンゴラ農業試験場はマラカンド県スワット郡のミンゴラ郊外のタクタバンド道路沿い

のピルアマンデリ村の近傍に位置する｡

マラカンド県の農地は標高450-2500L-tの範囲に展開し､多くの生態ゾーンにおいて多

様な作付け体系が存在する｡この様な多様性に着目して果樹や野菜などの園芸作物を中心

に品種開発やポストハーベストの諸技術の開発を担当している｡しかし､同試験場にはス

イス政府が既に技術･資金協力を実施中であることが判明した｡

3-2.事業計画

(1)基本構想

北西辺境州立農業大学

同大学にはUSAIDの協力を得たTIPAN事業において､建物や試験機具･機材が整備さ

れた｡しかし､これら施設･機材の中には損傷したものや部品の不足から満足に稼動して

いないものが散見され､更新･新設が必要である｡

タルナブ総合農事試験場

本農事試験場においては現在具体的な改善計画を有してはいないが､パキスタン国にお

ける近年の傾向として油糧作物の輸入が急増しており､同国財政収支を逼迫させる大き

な要因となっている｡従って､本農事試験場において北西辺境州において栽培可能な油
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糧作物として大豆､菜種､ひまわり､ペニバナ等の適性検査を含む試験栽培や品種改良

を行うための施設･機材の整備が必要である｡

ノウシェラ穀類試験場

本試験場に課せられた役割は､第一にパキスタン国の主食である小麦について北西辺境

州に展開する多様な農業気候区分に適合する高収量品種の開発と中核ブリーダーの育成

並びに原原種の生産､第二にトウモロコシについては､小麦同様北西辺境州の異なった

農業生態区分に対する圃場段階で受粉･改良された品種の開発､高収量交配品種の開発､

中核ブリーダーの育成､改良品種の原原種及び交配品種の種の生産及び改良農法の創出

である｡

上記開発目標を通じて下記の数値目標が設定されている｡即ち､小麦の改良品種15種､

年間40トンの小麦の原原種生産､トウモロコシの改良品種11種及び交配品種の開発作業､

年間2ト,のトウモロコシ原原種生産､農業普及員､非政府組織関係者及び篤農家に対す

る年間を通じた訓練の実施である｡

上記の目標を達成するための道具立てとして､同試験場ではコンバイン1台､トラクタ

-6台､揚水ポンプ3機､トウモロコシ用脱穀機2台､刈取り結束機4台､牽引用防除

機2台､小麦用種蒔き機4台､トウモロコシ用種蒔き機2台､乾燥機1台､小麦用脱穀機

3台､小麦用クリーナー1台及び車両10台を保有しているが､これらの機材は全て耐用

年数に達していること並びにスペアパーツが不足していることから所期の機能を発拝す

ることは困難な状態である｡

(2)施設計画

北西辺境州立農業大学､クルナブ総合農事試験場及びノウシェラ穀類試験場が必要とす

る施設並びに機材の更新内容は第1部の添付資料として示す通りである｡これらに必要な

事業資金は総額約10.8億円であり､施設毎の詳細は下記の通りである.

対象施設

北西辺境州立農業大学

タルナプ総合農事試験場

ノウシェラ穀類試験場

技術費

合計

琴〝
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(3)期待される便益

本事業の実施によって稗益を受ける土地面責は､北西辺境州立農業大学の農場及び校舎

の一部であり､その数値は不明である｡他方､タルナブ総合農事試験場及びノウシェラ穀

類試験場はそれぞれの敷地内の農地である81 ㌶及び177㌶が受益面積と考えられる｡

他方､直接的に受益する人口を把返することは困難であるが､間接的には北西辺境州の

農民全てが何らかの形で便益を享受し得るものと考えられる｡

更に､社会･経済的効果としては､北西辺境州における食料生産が増加し､その自給率が

高まることによって､同州全体の社会･経済状態がより安定することが期待できる｡

Ⅳ.総合所見

パキスタン国北西辺境州では記述のごとくその農業･気候区分が多様であることを利用

し､又､豊富な水資源の恩恵を受けて多様な農業形態を営んでいるが､同州が保有する潜

在資源を十分に酒用しているとは言えない｡このために､ 1908年のタルナブ総合農事試験

場の設立以来各種試験･研究の努力が重ねられてきている｡特に､北西辺境州立農業大学で

はUSAIDの協力の下TIPANプロジェクトを通じて､農業試験･研究･普及などの面で施設･

体制を拡充し､同州に点在する農事試験場への基礎研究で大きな役割を果たしていること

は明白である｡又､各地の農事･農業試験場ではそれぞれの地域特性を生かした試験･研究

を続けてきていることも疑いない所である｡

他方､これら試験･研究機関の施設･機材は老朽化が激しく､パキスタン国の財政事情の

悪化からこれら施設･機材を改修･更新することが困難な状況を迎えており､今後も同様の

状況が続くと､主食である小麦や飼料作物の中心であるトウモロコシ等の原原種生産にも

制約を及ぼすことは明らかである｡他方､パキスタン国が現在消費量の80%を輸入に頼っ

ている油糧作物について､輸入代替を図るための作物選定や選定作物の品種改良並びに原

原種生産を行うことは焦眉の課題である｡

これらの要請に応えるために､我が国からの資金協力を展開することによって､北西辺

境州の農業生産が増大･安定することに加えて､同国の貿易収支の改善も期待でき､究極的

には日･パ両国の友好関係の促進に寄与するものと確信するものである｡
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表2-1

plan Size

LANDMARXS OF BIGHTH PLAN

(1992193 Prices) @illion Rupees)

Public

S ector

Priyate

Sector

T otal

7th Plan

8th Plan

Acceleration (%)

Growth Targets

Socia一 Sectors

Edu cah'o a

Health

l

つん

3

4

GDP

Agriculture

lndustrγ

Manufactunng
1

S eTvices

PHYSICAL TARGETS

7.0%

4.9%

9.4%

9.9ro

6.7%

Breakthrough in pnmary paJtlCIPation rate:-

Boys from 85% to 96%.

Girls from 54% to 82%.

Increase literacy rate from 34% to 48%･

Output of technicians to increase by 50%
- froTn 85,OM to 127,000per

aTlnUm.

Engage 33(X氾vi11age health workers
- First major effort in therural

areas.

CoveTage Of preventive services raised from 80% to 90%･

Life expectaTICy tO gO up from 61.5 years tO 63･5 years.

Infant mortality rate declines from 8.6% to 615%･

iEilil



表2-1(続き)

PopuZatio a

l･ Population Plannlng COVerage tO increase from 20% to 80%.

urban 54% to Ilk)%

rura1 5% to50%

2･ ContraceptlVe Prevalence to be doubled - from 14% to 28%.

RuTd WoLer Supply & Sanifdion

CoveTage. Of rural water supply to increase from 47% to 71% of

population.

Rural sanitation coverage to go up from 14% to 32%.

Physical Infrastructure

WoLer

l

つム

3

4

5

ETE ergy

l

つん

3

4

5

′D

7

oO

CoTnplete Chashma Right Bank Canal.

Complete Pat Feeder Canal.

Comp]eteLeft Bank Outfall Drain.

Visible Progress on Right BaJlk OJtf山1 DTain.
Water工JOgging in the disaster aJ,eaS tO be

eliminated･(1･40
hlillion hectHeS).

ConstI¶Ction of Ghazi Brotha Dam.

TherTnal Generation in Phvate Sector.

CoTnPletion of Hub projectin Pdvate Sector.
Phシatiヱation of Ther7TlalPlants- of WAPDA.

Power Generation Capacity up by 56% (to 16285 MW).･
Oil Production up by 75% (to 119133 ba汀els a day).
Gas Pr∝1uction up by 59% (to2550 MMCFD).
Refining capacity 3 times (to20 million tonsper

annum). ■
Utilization of Tha∫ Coal.

王1∝trification of 19700vi‖ages.

Transport & CommLLT2icaLioTZ

1:

2.

3.

A
｢｢.

Double rail track froTn山hTan tO PeshawaT (800 Hms).
MaJlufacture ofL 1367 High Capacity Wagons.

Complete lndus Highway (1189 Km5).

Complete Dualisation of NationaユHighway (N-5)(1764 KTnS).
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表2-1(続き)

5

′0

7

Complete L山ore - Islamabad Motorway.

Constmction of Gwada∫ Port through Private Sector.

Cle2Lr allpending deTTla爪d for telephone connections.(2.5 mil]ion new

ユines).

Production Sectors

Agn'cLLLtLL re

l. Irltegrated manageTTlent Of agnculture,1rngation

aJld drainage.

つム

3

4

5

′
h
〕

7

Integrated Pest MaJlagemeTlt.

IrltrOduction of sprinkler aJld trickle imgation.

Better soil managemenいmprOVed response

to fertilizer use.

Brea_kthTOUgh in oil seeds.

More ernPhasis on non-crop sector.

Establishment of XjssaJI Banks.

ITZdusiries aTZd Minerds

Breakthrough in small scale sector.

Major Shift to value-added products. Improved

quality and maJkedng.

Saindak Copper Projectwould be in production.
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表311北西辺境州における農事試験場一覧表

Sr.

No.

Station Established

Year

TotalArea CultivatedArea Technical

StaffName Location (acre) (acre)

1 Agri.ResearchⅠnstitute Tarnab,Pesbawar 1908 200 150 104

2 CerealCropsResearch

Ⅰnstitute

Pirsabak,Nowsbera 1955 437 330 38

3 SugarCropsResearcb

Ⅰnstitute

Mardan 1950 96 70 24

4 SugarCaneBreedingStation Jabban,Dargai 1989 30 30 5

5 Agri.Researchlnstit,ute RattaKulachi,DIKhan 1961 187 127 51

6 Agri.ResearcbStation Mingola,Swat 1975 35 31 39

7 PotatoResearchCenter Abbottabad 1978 85 21 10

8 Agri.ResearchStation Dhodia1,Mansebra 1964 38 32 EZ]

9 HillAgri.ResearchStation Kaghan 1972 45 19 6

10 BaraniAgri.Research

Station

Kohat 1992 25 20 22

ll Agri.ResearchStation AhmadWala,Karak 1975 48 35 10

12 Agri.ResearcbStation SeraiNaurang,Bannu 1962 25 17 19

13 Agri.ResearchStation Cbitra1 1992 8 7 12

14 LivesbckResearcbStation Surezai,Pesbawar 1978 178 121 10



第1部･添付資料

事業計画の概要と事業費積算根

1･15



事業計画の概要と事業費積算根拠

Upgrading and
lmprovement

of lntegrated Agricultural Research Activities in NWFP: NWFP Agricultural University

Ⅰtem TypeofMacbine Ut,ili2;ation Model Price Numbers TotalPrice Note

A SoilDept.

1 Continuousflowanalyzer NibonDenshi 37,500,000 1 37,500,000

2 lonchromatograpby Shima2:u:LC-10 9,750,000 1 9,750,000

3
Inductivelycoupledplasma/Atomic

emissionspectroscopy
Shimazu:ⅠCP-75 60,000,000 1 60,000,000

4 Dionexnonanalyzer DioneX:DX-500 9,750,000 1 9,750,000

5 DigitalpHmeter Toa:HM-30V 360,000 1 360,000

6■ Chlorideanalyzer Central:CL-17 1,700,000 1 1,700,000

7 Osmometer Wescor:5520 4,900,000 1 4,900,000

8 Computerforsoildatabase IBM:PC-300GL 1,000,000 1 1,000,000

9 PlotterforComputer ⅠBM:FP-8300 1,170,000 1 1,170,000

10 Soilaugurs Daiki:DIE-10lA 87,000 1 87,000

EEI SoilpcrmeabilityUnit Daiki:DⅠⅠく-4000 620,000 1 620,000

12 HydraulicconductiVityapparatus N.A. 1

13 Pressuremembraneapparatus Daiki:DIE-3500 3,020,000 1 3,020,000

14 Ⅰncubator AdVantec:CⅠ-612 690,000 1 690,000

15 Kjeldahl(digestionanddistillationunit) MRK:F-10C 5,060,000 1 5,060,000

16 ECmeter Toa:CM-40S
-490,000

1 490,000

17 DeionizerandWaterdistillationequipment AdVantec 1,540,000 1 1,540,000

18 Mumefurnace
advantec:KL-420 1,020,000 1 1,020,000

19 AutoclaVe AdVantec:SV-30 1,100,000 1 1,100,000

20 Hotplates AdVantec:TⅢ-55 260,000 1 260,000

21 WateⅠ,baths AdVantec:LB-26 250,000 1 250,000

22 Vacuum丘1trationsystem Advantec: 420,000 1 420,000

23 LandCruiser 3,000,000 1 3,000,000

Total 143,687,000



Unlt,.'JapaneSeⅠen-

Ⅰtem TypeofMacbine Ut,ilization Model Price Numbers TotalPrice Note

B MeteorologyDept.

1 Pens N.A. 100 0

2 Matricsticksforraingauges N.A. 20 0

3 SoilTher皿OmeterinMatricsystem Everwell:311- 18,000 20 360,000

4 Sky-VanePropellers N.A. 3 0

5 EvaporationGaugesinmatricsystem WVerwell:143 210,000 20 4,200,00Cl

6 CupsforWindAnemometer N.A. 6 0

7 7-dayChartforPrecipitationGauge N.A. 80 0

8 7-dayEvaporationcharts for1433(B-5) 4,200 30 126,000

9 7-dayWindAnemometerCharts N.A. 80 0

10 7-d叩MechanicalpyranograpbCbarts N.A. 90 0

EZI Weightingrecordingraingaugepen N.A 100 0

12 Weightingrecordingraingaugeink N.A. 100 0

13 WeightingrecordingraingaugeDishPotFlui N.A. 20 0

14 HydorotbermograpbBundleofbair N.A. 20 0

15 MeasuringTubesfornon-recordingRainGaug N.A. 10 0

16 SunshineRecorderChartssummerandwince N.A. 130 0

17 SkyVane N.A. 2 0

1_8 HandHeldDigitalBarometer N.A. 5 0

19 Sparepartsk止glassfbrMecーーanicalPyranogr N.A. 10 0

Total 4,686,000



Unit:JapaneseYen-

Ⅰtem TypeofMacbine Utilization Model Price NumbeⅠ.s TotalPⅠ.ice Note

C AgriculturalMechanizationDept.

Tractors

1 HorsePower60-65hp M5400DT 5,225,000 2 10,450,000

2 HorsePower40-50bp L4200DT 4,084,000 2 8,168,000

3 HorsePower25-35bp L2500DT 2,448,000 2 4,896,000

4 HorsePower10-25bp B1700DT 1,540,000 2 3,080,000

Tillagemacbine

5 MoldBoardPlow

(1)for60-65hpTractor TS152 743,000 1 743,000

(2)for40-50hpTractor TS152 743,000 1 743,000

(3)for25-35hpTractor S151 413,000 1 413,000

(4)for10-25hpTractor S131 358,000 1 358,000

6 DiskPlow

(I)for60-65hpTractor DP262 699,000 1 699,000

(2)for40-50hpTractor DP262 699,000 1 699,000

(3)for25-35hpTractor DP221 520,000 1 520,000

(4)forlO-25hpTractor DP221 520,000 1 520,000

7 ChiselPlow TineCultiVator

(1)for60-65hpTractor TC500 484,000 1 484,000

(2)for40-50hpTractor TC500 484,000 1 484,000

(3)for25-35hT)Tractor TC300 370,000 1 370,000

(4)forlO-25hpTractor N.A. 1

8 Harrow-Disk

(i)for60-65hpTractor DHO-1818 663,000 1 663,000

(2)for40-50hpTractor DHO-1818 663,000 1 663,000

(3)for25-35hpTractor DHO-1612 537,000 1 537,000

(4)for10-25hpTractor DHO-1612 537,000 1 537,000

9 Harroヽv-Sl)ikes N.A. 2 0

10 Harrow-SprlngtypeS N.A. 2 0

EEI RotaVator 2 0

i
E
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(1)for60-65hpTractor MX1700NA 1,114,000 1 1,114,000

(2)for40-50hpTractor MX1700NA 1,114,000 1 1,114,000

(3)for25-35hpTractor CB1200N 435,000 1 435,000

(4)for10-25hpTractor CB1200N 435,000 1 435,000

Plantingmacbines

12
Combineseeddrill(shouldspreadfertilizer

andplantseedatthesametime)

(1)for60-65hpTractor TD12TD 2,588,000 1 2,588,000

(2)for40-50hpTractor TD12TD 2,588,000 1 2,588,000

(3)for25-35hpTractor TD8TD 1,989,000 1 1,989,000

(4)forlO-25hpTractor N.A. 0

13 Smallsceddrillforsmallfields

(1)for60-65hpTractor SEEDDRⅠLL TB4 1,267,000 1 1,267,000

(2)for40-50hpTractor TB4 1,267,000 1 1,267,000

(3)for25-35hpTractor TB2TD 955,000 1 955,000

(4)for10-25hpTractor TB2TD 955,000 1 955,000

HaⅣestingandTbreshing

14 Smallcombine HEADFEEDⅠNGCOMBⅠ PRO-481 8,663,000 1 8,663,000 48HP

15 Mcdiumsizecombine MULTI-PURPASECOMBⅠ AX85 16,500,000 1 16,500,000 85HP

16 Selfpropclledreaperforwheatcrop REAPER AR120 825,000 3 2,475,000

17 Stationarythresher MD700 825,000 1 825,000

18 Peanutdiggcr POTATODⅠGGER

(1)for60-65hpTractor A105 836,000 1 836,000

(2)for40-50hpTractor A105 836,000 1 836,000

(3)for25-35hpTractor D65A 501,000 1 501,000

(4)for10-25hpTractor D65A 501,000 1 501,000

19 Cleaningmacbine N.A. 1 0

20 PetrolEnginesixcylinders KEROSENEICYLⅠNDER KS160 69,000 1 69,000 2.4fⅠP

21 DieselEnglneSixcylinders 22HP ER2200DⅠN 482,000 1 482,000

22 DieselEnglnefourcylinders 6HP PⅠ(60N 220,000 1 220,000

23 Sma11gasolineenglne3bp 3HP GS160 69,000 1 69,000

24 Computeri7JedenglnemOde1 N.A. 1 0



25 Airconditioningtestingkit N.A. 1 0

26 HVdraulictestingkit N.A. 1 0

27 Shoptypedynamometer N.A. 1 0

MaintainanccScrviccCar 4WD-Wagonwithtools 5,000,000 1 5,000,000

28 Batterytestingkit N.A. 1 0

29 Trans血issionassemblymode1 N.A. 1 0

30 Hydraulicjackforliftingenglne N.A. 2 0

31 Electricmotor-oneborsepoweralltypes N.A. 6 0

32
Tractormodelcompleteunitfor

demonstrationー)urー)OSe
N.A. 1 0

33 Dynamometer丘)rsmallenglneS N.A. 1 0

34 DieselfuelinjectiontestingandsettingapI) N.A. 1 0

35 PortableA.C.generator50kV 4,200,000 1 4,200,000

36 Pbasingandcalibrationkit N.A. 1 0

37 Penetrometer N.A. 1 0

38 Tractors45hp M4700DT 4,538,000 1 4,538,000

39 Sma111ocalwheatthresher THRESHER MD700 825,000 1 825,000

40 Chickpeatbresher N.A. 1 0

41 Ridger forM4700DT RR90-3 834,000 1 834,000

42 RotaVator forM4700DT MX1700NA I,l14,000 1 1,114,000

43 Combineseeddril1 forM4700DT TB4 1,267,000 1 1,267,000

44 Sma111athemachine N.A. 1 0

45 Portableelectricgrinder N.A. 1 0

46 ShopHy血aulicjack5ton 5TJACⅠ( 42,000 2 84,000

99,573,000



Unit:JapaneseYen-

Ⅰtem TypeofMachine Utilizat,ion Model Price Numbers TotalPrice Note

D WaterManagementDept.

1 Hydraulocconductivitytestkit(modelHooghoudt N.A. 1 0

2 HydraulicconductiVitytestkit(modelplaeido) N.A. 2 0

3 PortableWaterleVelrecorder CTⅠ:C202P 1,350,000 5 6,750,000

4 Draindeschargerecorder,ⅠCW-type N.A. 5 0

5 LaboratoryLysimeter N.A. 10 0

6 I-Iold-onstaffbubble Myzox:SA-60 3,600 10 36,000

7 Clino皿eteⅠ. Suunto:PM-5 31,500 5 157,500

8 Pocketstereoscope TEC:TS-1115 13,500 5 67,500

9 Mirrorstereoscope TEC:TS-1114 270,000 5 1,350,000

10 Pantograph Myzox:405-5P 3,300 10 33,000

EZI SigbtingCompasswitbⅠnclinometer Suunto:Tandem 40,500 10 405,000

12 LandMeasurer,forroughterrain N.A. 5 0

13 PortableDialGaugeThemometer Sato:3200-10 3,600 5 18,000

14 Solarimeter Everwell:1435 252,000 5 1,260,000

15 SmallpatternBarograpb Everwell:1408 34,500 5 172,500

16 RelativeHumidityandTemperatureMeter EVerwell:1446 82,500 5 412,500

17 HumidityTemperatureMeter Sato:SⅠ(-80TRH 123,000 5 615,000

18 SoilColorCharts EveⅠ.well:309-B 27,000 10 270,000

19 AgriculturalSoilSieveSet Enerwell:308-L 112,500 5 562,500

20 PocketlnterchangcSieveSct Evcrwcll:308-B 18,000 5 90,000

21 DigiatlpHMeter Toa:HM-20S 292,500 5 1,462,500

22 DigitalpH/Temperature/mVMeter Toa:HM-30V 360,000 5 1,800,000

23 Conductivity/TemperatureMeter Toa:CM-30S 382,500 5 1,912,500

24 SoilMoistureMeter 5910-A 135,000 2 270,000

25 SoilMoistureBlock 520トLO3 6,000 3 18,000

26 PocketPenetrometer Marut,o:S45AN 117,000 15 1,755,000

27 ScnsitivePortableWaLcrLevelRccorder CTⅠ:C202P 1,350,000 4 5,400,000

28 WetSievingAttac_hment Daiki:DIE-2000 1,590,000 4 6,360,000

29 VoidMeasurementApparatus Daiki:DIE-l122 1,852,500 2 3,705,000

i
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30 Wbatamanno541Ⅹ150mm 2,850 30 85,500

31 WbatamanNo.1x150mmdiameter 1,200 30 36,000

32 WhatamanNo.40Ⅹ12.7mmdiameter 2,700 30 81,000

33 WhatamanNo.5x150mmdiameter 3,750 30 112,500

34 SetofWeigbts N.A. 2 0

35 WaterLeve1Ⅰndicator CTⅠ:C202P 1,350,000 5 6,750,000

36 Fa11ingHeadPermeabilityCe11 Macross:TS-110. 1,710,000 3 5,130,000

37 ConstantHeadPermeabilityCeu Macross:TS-108 702,000 3 2,106,000

38 SoakingTank N.A. 5 0

39 PocketPenetrometer Maruto:S45AN 117,000 2 234,000

40 CurrentMeasurlngStick Myzox(D-40+D- 454,500 3 1,363,500

41 CurrentMeterwithpropeller N.A. 0 3 0

42 DoublepentagonprlSm Sokkia 90,000 10 900,000

43 HndAugerSet7Mdept Macross:TS-112 330,000 4 1,320,000

44
SamplingkitwitbWaterretentiVelyrings

abovetbeWatertable
N.A. 4 0

45
SamplmgkitwithWaterretentivelyrings

aboveandbe】owt,heWatert,able
N.A. 4 0

46 JetFi11TensiometeⅠ. 2725-ARL18-15 30,000 15 450,000

47 DoublerlngⅠnfiltrometerKit Daiki:DIK-4200 1,395,000 2 2,790,000

48 LargeCurrentFlowMeter CTⅠ:C143FC 2,430,000 6 14,580,000

49 PolyranglngElectronicToploadingBalance A&D:HM-202 483,000 4 1,932,000

50 PortabeleelectricTop-1oadingBalanee6100gXxlg A&D:HF-6000 177,000 5 885,000

73,638,000
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Upgrading and Improvement of Integrated Agricu]tural Research Activities in NWFP: Tarnab ARI

Unit:JapaneseYen

Ⅰtem TypeofMacbine Utilization Model Price Numbers TotalPrice Note

A FarmMacbine

1 Tractor 55HP M5400DT 4,750,000 2 9,500,000

2 Ⅰmplements DiscHarrow DHT-2024 1,100,000 1 1,100,000

3 ∫mplements Cultivator TC-500 440,000 1 440,000

4 Ⅰmplemenls DiscPlow DP-263 860,000 2 1,720,00C

5 Ⅰmplemenls GrainDrill TD-14TD 2,705,000 1 2,705,000

6 Ⅰ皿plements ComPlanter TB-4 1,152,000 1 1,152,000

7 Ⅰmplements DumpTraile卜3tons DT-3000D 1,725,000 2 3,450,00Cl

8 Ⅰmplements MistDuster M-500FBB 1,502,500 1 1,502,500 Boom-12皿

9 Implements FerlilizerApplicator MBC6000 750,000 1 750,000

10 Implements Ridger RR115-5 950,000 1 950,000

23,269,500

B HorticulturalEquipment

1 PowerSprayer Backpackmode1 K-NP25 75,000 5 375,000

2 PowerSprayer Stationary~mode1 KB251-OMC 400,000 1 400,000

3 ⅠrrigationSystem 25hacoversprinklers KHM25 27,500,000 2 55,000,000

55,775,000

C SeedTreatlng

1 SeedSeparator Wheat,Corn 70,000,000 1 70,000,000 1lon/也
2 Low-temperaturedryer 50KG RV201 ll,000,000 1 ll,000,000

3 Refrigerator-storage 6.5m2,200V,0.75EW 1,600,000 1 1,600,000

82,600,000

D LaboratoryEquipment

1 GreenHousewithcontrolledenvironment Detailsonseparalesbeet 45,000,000 1 45,000,000

2 LaboraloryEquipment Delailsonseparateshee1 39,200,000 1 39,200,000

84,200,000

Tota1245,844,500



Upgrading and Improvement of Integrated Agricultural Research Activities in NWFP I Nowshera (CCRI)

Unit:JapaneseYen

Ⅰlem TypeofMachine Utilization Model Price Numbers TotalPrice Note

A FarmMachine

1 Tractor 55HP M5400DT 4,750,000 4 19,000,000

2 Ⅰmplements DiscHa汀OW DHT-2024 1,100,000 2 2,200,000

3 Ⅰmplements Cultivator TC-500 440,000 2 880,000

4 Ⅰmplements DiscPlow DP-263 860,000 4 3,440,000

5 Ⅰmplemenls GrainDrill TD-14TD 2,705,000 2 5,410,000

6 Ⅰmplements ComPlanler TB-4 1,152,000 2 2,304,000

7 Ⅰmplements DumpTrailer-3tons DT-3000D 1,725,000 4 6,900,000

8 Implements MislDuster M-500FBB 1,502,500 2 3,005,000 Boom-12m

9 Ⅰmplements FertilizerApplicator MBC6000 750,000 2 1,500,000

10 Ⅰmplements Ridger RR115-5 950,000 2 1,900,000

EEICombineHan′ester ForWbeat AX85 15,000,000 2 30,000,000 ForWbeat

12 Han′esterTrailer 4500kg T470-S 1,600,000 2 3,200,000

13 Binder TwoTypes RE50 875,000 2 1,750,000

14 BinderString for60hause/100boxes 800,000 6 4,800,000

86,289,000

B HorticulturalEquipment

1 PowerSprayer Backpackmode1 K-NP25 75,000 10 750,000

2 PowerSprayer Stalionarymode1 KB251-OMC 400,000 2 800,000

3 ⅠrrigationSystem 25bacoversprinklers KHM25 27,500,000 4 110,000,000

111,550,000

C SeedTreatlng

1 CornThresher 750kg/hwater-cooleddiese1 KMS750 850,000 2 1,700,000

2 SackSewingMachine Portable NP310 520,000 2 1,040,000

3 SeedSeparator Wheat,Corn 70,000,000 1 70,000,000 1tonn1

4 I_ow-temperaturedryer 50KG RV201 ll,000,000 1 ll,000,000

5 RefrigeratoトStOrage 6.5m2,200V,0.75KW 1,600,000 2 3,200,000

86,940,000

D LaboratoryEquipment

1 GreenHousewithcontrolledenvironment Detailsonseparalesbeet 45,000,000 1 45,000,000

2 LaboratoryEquipment Detailsonseparatesheet 39,200,000 1 39,200,000

84,200,000

Tota1368,979,000



第2部

タイ王国

東北タイポンプ潅概施設改良事業



東ヨヒタイポンプ○濯音既事業改良事業
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Ⅰ.事業の背景

1-1.タイ国の社会経済状況

タイ経済開発は過去30年間において平均7.8%の大きな経済成長を達成した｡社会資本整

備のための公共投資が進み､国民の所得及び生活水準は順調に向上している｡国民一人あた

り所得は1961年の2,100バーツから1995年は68,000バーツに拡大し､国家金融財政状況は

安定し､国際的にも高い評価を得ている｡

しかし､経済活動及び経済的繁栄はバンコク首都圏に集中し､これらの地域と地方との間

には大きな所得水準の格差が生じている｡所得の格差や経済成長の恩恵を享受する機会の格

差の拡大は､国民全体の生活水準の向上及び長期的な開発の促進を阻害している｡

経済開発の急速な進展は､天然資源､環境の悪化を招いている｡第7次国家社会経済開発

計画(1993-1997)の最初の2年間で100万ライの森林が伐採され､農地の表土続出や水質汚濁

により利用できない土地や河川が増大している｡

1-2.タイ国の農業

経済の急速な発展に伴い経済全体に占める農業のウエイトは徐々に低下しつつあり､ 1981

年に製造業との比重が逆転してからは年々その差が広がっており､GDPに占める割合は25.4%

(1980)から11.9% (1992)に低下した｡

しかし､農水産業は伝統的にタイ国経済の基盤となっており､就業人口の67%(1990-92)

が農業に従事し､国土面積の約40%が農業に利用されている｡主要農産物は､米､タピオカ､

サトウキビ､ゴム､水産物等で､これらの農水産物はタイの輸出品目として重要な位置を占

めている｡代表的農産物である米の生産は1990年に干ばつや米価下落で一時落ち込んだが､

その後は安定して増加傾向にある｡近年では､アグロ･インダストリーを重要産業と位置づ

け､その振興に力が注がれている｡

1
-3.第8次国家経済社会開発計画における農業.農村開発

第7次までの開発の結果をふまえ､第8次計画(1997-2001)の目的のなかに､人的能力開発

及び生活水準を向上させ､開発への地域住民の参加を促す事や持続的な経済社会開発を支え

るための天然資源､環境の総合的利用及び管理保全を図る事等が掲げられ､そのための目標

として
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･地方､農村部のインフラ開発を質量とも拡大させる

･計画期間内に貧困層の比率を10%以下に押さえる

･農業経営の機会と選択肢を拡大する

･都市､地方､農村部の生活水準向上のために環境保全､復旧のための投資をする

等があげられている｡

農業生産基盤の確立にむけては､

･中､小規模水源の整備により農地利用構造を改善し､作物の多様化を促す

･地域の状況に応じた農産物加工業を振興する

等が開発戦略として上げられている｡

1
-4.所得分配における地域間格差と東北タイ

タイの経済発展は首都圏を中心に進んできた｡このため急速な経済発展により若年層の都

市流入が進む一方､農村地域には経済の高度成長の成果がおよばず､首都圏と地方農村の格

差は拡大傾向を見せている｡ 1988年の所得水準を見ると､首都圏を1.0とした場合､全国平

均は0.45､一番格差の大きい東北部では0.3となっており､東北タイは首都圏の3分の1以

下の水準にある｡

タイ国における農業労働者の所得は､全体の所得水準の約半分で依然として最貧困グルー

プに留まっている｡特に､東北部の農業従事者の貧困比率は最も高い｡また､一人当たりの

地域総生産は､東北部を1.0とした場合､首都圏は8.8､北部1.6､南部1.8となっており､

東北部が最も低い(1989)｡ タイ由政府は､こうした地域格差を是正するために､東北部の

農村地域に対する開発推進を急務としている｡

1-5.本事業の背景

東北タイの農業の展開を妨げている最大要因は水資源の不足にある｡タイの東北部の年間

雨量は約1,000mmでタイ国の他地域に比べ少ないうえに､これらの80%が雨期の6カ月間に

不規則に集中している｡河川流量も少なく不安定である｡これらの状況が安定した雨期作物

の生産と乾期作物の導入を困弊にしており､その結果､農業所得は低くタイ国の最貧困地域

となっている｡
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エネルギー開発促進局(DEDP)は､農業用水の安定供給を目的としてメコン川の支流であ

るMum-川やChi川沿いにポンプ場を設けてほ場に配水する導水計画事業を1968年より実施

している｡この事業は､計画対象面積を300,000baとする951カ所でのポンプ場と配水路建

設で､この内708カ所で事業が実施され180,000baが潅概されている(1996年現在)｡

しかし､この計画で建設した施設は､タイ国の農業社会情勢の急速な変化や作物多様化の

動向に伴う換金作物の導入傾向に適応していな.いうえに､近年ではポンプ場の老朽化､配水

施設の不適切な維持管理が顕著になってきている｡このような状況が､包括的には､メコン

川水系の水資源の有効利用や東北タイの農業､農村社会生活環境に負の影響をもたらしてい

ることから､施設の改修を含む適切な水資源･配水管理計画事業の策定と早急な事業実施が

望まれている｡

ⅠⅠ.調査対象地域の概要

2-1.一般概況

調査対象地域である東北タイは､面積が168,000k m2で､標高100から200m(MSL)の緩やか

な地形を有している｡人口は約18百万人でタイ国全体の約3分の1を占めている｡地域経済

は米作に代表された農業に依存しているが､地域の気象水文条件と相まって農業の機会が制

限されているために､農民の多くはバンコクに出稼ぎし非農業所得を得ている｡

東北タイ地域は､河川水系によって南部のHun川流域(流域面積;70,000kn､年平均流出量;

21,000MCM)､中部のChi川流域(涜域面積; 49,000kn､年平均流出量,･ ll,000MCM)及び北部の

多くの河川支流域(全流域面積;48,000kn)に分けられる｡いずれもメコン川の支流である.

気温は,最低気温は12月から2月で約24oC､最高気温は4月から6月で約32oCを示す｡

年降雨は南西部で1,000皿､北東部で1,600m皿と変化しているが､年降雨の80%は5月から

10月の雨期に集中している｡降雨分布は不規則で､作付け時期や農業生産を不安定にしてい

る｡

2-2. DEDPによるポンプ潅漉システム整備事業･

(1)背景

タイ東北部で農業生産性を上げるためには潅概システムの整備が必要であることから､ RII)
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等の機関により水資源開発と重力濯概システムの整備が進められて来た｡その後､この地域

の農業を安定化させるには､重力濯概システムの他にメコン川やその支流を水源とするポン

プ濯概システムの普及が不可欠であるとの認識に立ち､ 1968年以降電気エネルギーの有効利

用の観点からDEDPがポンプ場の設置と濯概水路の整備を推進することとなった｡

DEI)Pは､このようなポンプ濯概システムを全国レベルでは1,917地区で展開しようとして

いるが(表2-1参照)
､地域別では約半数の951地区が東北部に計画されている｡東北部で

は､ 1996年までにこれらの内の694地区､ 0.29百万haで潅漉システム整備事業が実施され

た(表2-2参照) 0

(2)濯概システムの概要

濯概システムは､ポンプ場､濯概水路で構成され､受益面積は､次のように区分されてい

る(表2-2参照) 0

(D 480ha､ポンプ2基､雨期及び乾期潅概地区(Big)

② 240ba､ポンプ1基､雨期及び乾期濯概地区(Small)

③ 480ha､ポンプ1基､天水地域で雨期の補給濯故地区(Rainイed)

ポンプ場は､乾期と雨期の河川水位の変動(5-7m)に対応できるように台船上にポンプを

搭載したフローティングタイプのものが多い｡水路は開渠でライニングされている｡

事業は､ 1988年から1992年にかけては､メコン川委員会を通じて資金援助を受け､メコン

濯概計画(Mekong lrrigation Programme, MIP)として実施された. 1992年以降は､持続的濯

概農業事業(Sustainable Irrigated Agriculture Project, SIRAP)として実施されている.

DEDPは､事業地区の選定や事業の実施に向けての次のような事業採択基準を設けている｡

･濯概対象農地はポンプ場から2.0kn以下にある.年間を通じてのポンプ取水が下流に悪影

響を及ぼさない｡

･濯概対象農地はProvincial
Electricity Authority(PEA)の送電線から5km以内にある｡

･濯概対象農地は2,000ライ程度を目安とする｡

･受益農民が次の点で合意する｡

一濯概水路用地の無償提供

-ポンプ運転経費の負担

一濯概農地での積極的農業

一水利組合の結成と水管理業務への参加
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･濯概対象農地が他の濯概事業地区に含まれていない｡

I)EDPは東北タイ19県の中に16カ所のポンプ濯概サービスセンターを設けて事業の運営､

維持管理を行っている｡

(3)ポンプ濯概事業の問題点と改良の必要性

既に実施された事業地区での運営､維持管理の現状から次のような問題点があげられる｡

･濯概システムの施設容量が環状の濯概と合わない:

建設された施設の容量は､ 24時間連続濯概を基本としたもので､現在行われている昼間の

輪番濯概に適用できない｡水路容量が不足しているために水利組合が要求した流量が流せ

ない.濯概の現状に合わせた施設に改修すべきである.

･効率的な水管理がおこなえるシステムになっていない:

雨期は米作の補給濯漉が多いが､乾期は植え付ける作物が多様化している上に濯概農地が

分散している｡また､社会情勢の変化が進み乾期の農業労働力が減少していることから､

水路単位の水管理が困難になってきている｡

･作物多様化に対応したシステムになっていない:

多様な作物に対応した水管理(ポンプ運転時間､揚水量､濯概時期､末端用水量管理)に

関連してポンプ操作に係る要員と農民間の調整が困難になってきている｡

･水路の維持管理が適切に行われていない:

水路の定期的な維持管理(法面整形､堆積土砂の排除､雑草除去)が行われていない箇所

が多く､水管理を困難にしている｡

･末端までの水路システムが整備されていないために潅概が効率的に行えない:

第3次水路まではDEDPが､それ以降の末端ほ場水路は農民が整備することになっているが､

これらの水路がきめ細かく作られていないために､乾期の水配分が困難になっている｡

･水利組合の結成が困難あるいは組合による活動が不活発な地区がある:

水利組合の組織化は事業採択の基本条件であるが､政府機関による啓蒙活動の不足や作物

の不採算性によって組織化がスムーズに行われない地区がある｡

･ポンプが老朽化し計画流量を揚水できない:
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電気エネルギーの効率利用から､電気需要のピーク(5- 7a皿､ 6
-9pm)にはポンプを運転

できないことになっている｡さらに､設置したポンプの多くが旧式のものであるために､

スペアパーツの入手も困発で､適切な維持管理が行えなくなっており老朽化が進んでいる｡

従って､ポンプの運転効率が悪化し､電気代に相当する揚水量を得ることができなくなっ

ている.農民は電気代の半分を負担することになっていることから､水利組合に属する多

くの農民がポンプの改修を最も望んでいる｡早急な更新が必要になっている｡

ⅠⅠⅠ.事業の目的

以下を目的としてポンプ濯概施設改良事業を実施する｡

･電気エネルギーを農業に利用し有効利用を図る｡

･水源に隣接した農地を濯概し農業生産の向上を図る｡

･農業生産の安定化を通じて農業所得の増大を可能にする｡

Ⅳ.事業の構想

既存施設の中には､建設後20年以上経過したものもあり早急な改良が必要になっているが､

改良に当たっては､東北タイの農業社会情勢の変化や作物多様化に対応したシステムに改良

していく必要がある｡従って､事業は次のような構想に基づき実施する｡

(1)調査計画

･既存及び計画中の濯概施設(ポンプ場､配水路等)及び農村生活の実態調査:

一既存及び計画中の施設調書の作成(ポンプ容量､水路容量､建設年等)

一受益面積と水路分布

一水利組合､維持管理費､電力費

一作付け作物､流通､加エ

･営農計画の策定:

一作物遠定､農業労働力

ー内水面漁業､作付け計画と用水量

･濯概システム(ポンプ場､配水路)の改良計画の策定:
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一揚水量計画､施設容量計画､濯概システムの類型化

一施設の運用､維持管理計画

･水利組合強化計画の策定:

一水管理啓蒙計画

一施設維持管理計画

･事業実施計画の策定:

一地区の優先度設定

一施設改良年次計画

一資金調達計画

(2)計画事業

･濯概システム(ポンプ場､配水路)の整備

･維持管理用機械及び機器の整備

･維持管理組織の訓練､強化

Ⅴ.総合所見

タイ国の高度経済発展の多くはバンコク及び主要な都市周辺に限られており､地方特に農

村地域では高度成長の成果を受けていない｡地方でも特に東北タイは､依然としてタイ国の

最貧困地域として低迷している｡その最大要因は､農村部の社会生活基盤である農業の不安

定性によるところが大きい｡

ポンプを利用した潅概システムはこの地域の地形､水資源分布状況を考えた場合､農業を

支える最も重要な農業基盤施設である｡しかし､過去に設置されたポンプの多くは老朽化し

その機能低下が著しく､農民の農業への意欲の低下を招く一方､国家目標に掲げている作物

多様化に対応できなくなっている｡

本事業は､東北タイ農業の安定をもたらし､地域間格差の是正に益するものであり､事業

実施は緊急度､重要度の高いものとして位置づけられる｡
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表1-1 Land Usein NortheastThaiJand

(uni t lO3h a)

!te皿

Province

Toヒal ForestArea FarmArea OtherArea NumberofFarner F.a川Sl乞e
Area

(103ha)

(lO3ha) (103ha) (103ha) (lO3) (Ha/HoushoLd)

l98ll1992 EEEI EEEE] EEEE EEEE] EEE] EEEE] EEEI EEEE]

NakhonPhanom E3] EEZ3 匪】 E田 246 EEL 247 84.8 68.1 3.2 3.6

SakonNakhon EZ3I EEZI 143 409 449 EEI 369 93.6 106.7 4.4-_ 4.2

NongKhai EEEl 87 EEL 349 EEE] 297 I:285 れ4 EZ3El 4.5 4.6

UdonThani 1,559 EZ3 EE] 755 848 Eel 492 153.4 167.2 4.9 5.1

Loei 1,142 399303 EZE] 371 EE] 468 63.9 81.3 4.3 4.6

iVukdahan
434 l■屯 lⅡ】 EEE] L34.9

3.7

Yasoヒhon EE] 田 39 256 匹ヨ EEE] E] 54.5 62.0 4.7 4.6

UdonRatcbaヒbni 1,891 430363 EEg 943 BEE] 匹ヨ 168.0 210.6 4.9 4.5

Kalasin 695 Ecg EEL EE] EE] E3] 239 91.3 111.8 3.6 3.5

KhonKaen i,089 EEE] 84 E33 E3] EE3 337 140.0 171.5 4.8. 3.9

MahaSarakhan EEg 17 4 【Ⅱ】 42? EEEl 四 90.2 113.7 4.5 3.8

RoiEヒ EEg 33 EE] BE] EEE] 匹ヨ 匹田 134.3 163.9 3.8 3.3

BurlRam i,032 田 53 EE] BEE] EZ3] 3'47 124.7
n

143.7 4.7 4.4

SISaKeヒ 884 EⅢヨ 74 517 541 匹ヨ eel 138.3 156.5 3.7 3.5

Surin 812 43 EE] 510 543 Eel 匹E] 121.4 151.9 4.2 3.6

Chaiyaphun 1.278 EZ] EE] EE] 538 555 439 ilo.8 142.1 4.i 3.8

NakhonRaしchasLma. 2,049 EE3 EEI 1,143 i.276 EE] 542 193.8 247.2 5.9 5.2

T○亡a1 16,8852,710 2,173 8.274 9.231 5,467 5,481 1.840.4 2.219.64.5 4.2

Rema r k s;.S ou r c e ;Ag ric ul t u al S t a t ls t lc s o f Th ai land.

C r o p Ye a r 1981/82 a ∩ d 1994/95



表1-2 Farmland Usein NortheastThaiJand

(uni t lO3h a)

Crops

Province

TotalFarm

Area

Paddy FleldCrops Frults&

TreeCrop5

VegetabLe&

Flower
GrassArea OtherArea

EEZ3] EEEEl EEEI EEEEl EEE] EEEE] EEEEI 199'2 EEE] EEEEl E旺Ⅰl EEEEl EEE] EEEE]

NakhonPhanom EE3 246 204._4 182.4 27.9 16.0 5.1 ll.7 1.0 0.8 2.5 1.8 35.1 33.3

SakonNakhon 409 449 303.2 329.7 38.0 40.8 6.6 13.5 0.4 1.7 2.7 7.2 58.1 56.1

NohgKhai 349 399 221.6 228.6 81.3 106.3 4.3 20.9 0.9 1.1 2.1 10.0 38.8 32.1

UdonThani 755 848 509.3 528.9 185.0 248.7 6.8 22.5 1.4 1.3 3.3 6.9 49.2 39.7

Loci EZEl 371 78.4
･91.4

186.5 208.4 2.0 32.8 0.4 1.6 0.4 2.0 10.3 34.8

Mukdahan EEE] 66.1 35.9 7.4 0.6 1.5 18.5

Yasothon E33 匹ヨ 187.3 197.9 41.7 46.7 3.8 ll.4 1.1 0.6 4.0 3.2 18.1 26.2

UdonRaLchaヒhni EEg 943 636.4 686.0 77.5 87.3 6.6 18.0 1.7 1.9 10.9 9.4 95.9 l40.4

Kalasin 324 EE] 225.5 248.2 72.4 111.3 2.7 l2.0 0.4 0.9 1.6 2.0 21.4 21.6

KbonKaen E33 66'8 450.4 442.7 168.4 168.0 3.7 19.2 0.5 2.8 3.4 9.0 3.9.6 26.3

MahaSarakhah 404 429 301.0
l323.5

76.7 62.7 4.4 10.3 0.5 1.5 7.2 5.8 14.2 25.2

RoiEヒ EE] 536 448.3 ･447.7
29.9 41.1 3.9 9.3 0.2 0.7 3.7 5.8 24.0 3l.4

BuriRam EE] 632 494.3 509.0 61.7 83.2 4.3 15.1 0.5 1.3 0.3 0.2 27.9 23.2

SiSaKeヒ 517 541 429.5 437.4 64.0 58.8 7.2 20.3 0.7 4.5 0.3 0.5 15.3 19.5

Surin BE] 543 453.9 480.0 30.4 32.0 6.0 ll.5 0.2 0.7 0.3 0.2 19.2 18.6

Chaiyaphun EEE] EEE] 259.0 252.8 141.3 217.9 6.2 17.6 0.1 3.6 4.8 4.1 47.6 42.0

NakhonRatchasima 1,143 1,276 586.6 621.4 435.1 557.6 13.9 53.9 1.9 6.4 24.1 2.0 8l.4 34.7

T○ta1

8,27419,231
5789.1 6073.7 1717.8 2122.7 87.5 307.4 ll.9 32.0 71.671.6 596.1 623.6

Rema r k ら ;S ou r c e ;Ag ric ul t u al S t a t is t lc s o f Th ai land,
C r o p Ye a r 1981/82 and 1994/95



表2-1 Summary ofElectrical PumpingProject Construction up to 1996

Departmemt of Energy Development and Promotion

Region

Year1996 IrrigationPumpStation

ofStaしi○n Project

Area

(Ha)

○r

SはLion

Project

Area

(Ha)

Irrigated

Area

(Ha)

Big Smau Rain-fed Total

1.Northeast

2.North

3.Centra一

4.South

455

296

115

66

101

91

EE]

EE]

395

293

54

26

951

680

EEEl

104

357.872

237.946

75.150

39.136

708

535

145

74

296.062

200.475

63.806

30.160

181,765

133.270

38.414

16.525

Total932 217 768 1,1917 710,104 1.462 590.504 369.974



表2-2 Electrical PumpiJlg Project in Northeast Region up to 1996

(By Department of Energy Development and Promotion)

Plan(Year1996) PresentCondition

Province Big Small Rain- Total Prqject Number Project Ⅰ血gated

fred Area(ba) or

Station

Area(ba) Area(ha)

NongKhai 80 15 17 ll2 50,738 92 45,714 24,541

UdonThami 4 5 14 23 6,416 17 5,024 2,726

NhongBua-Lump 7 3 13 23 7,616 10 4,384 2,592

NakbonPhanom 48
ノ■ヽ

J 21 72 27,504 63 25,264 16,034

Mukdaban 22 5
′一

3 30 ll,344 28 10,864 5,813

SakonNakhon 8 8 16 32 9,888 21 7,056 4,629

MahaSarakham 35 Eq 25 71 29,806 59 24,861 17,325

RoiEi 51 3 30 84 34,896 61 29,376 18,704

Yaso也on 25 4 8 37 16,944 33 15,984 8,102

UbonRatchathani 51 5 32 88 34,720 69 30,080 17,104

Am由Charoen 4 3 4 EE 3,280 8 2,320 1,477

SiSaKet 16 4 15 35 13,728 21 10,368 5,894

BuriRam 12 5 29 46 14,992 30 ll,152 8,325

Surin 5 3 26 34 10,496 13 5,168 3,304

C11aiyap111皿1 4 7 44 55 14,816
′■ー′ー

3J 9,536 8,859

K血onKean 39 6 45 90 32,096 64 25,856 16,365

Loci 12 1 16 29 9,328 15 5,728 3,563

Kalasin 20 7 14 41 15,632 33 13,456 8,315

NakbonRatchasim 12 3 23 38 13,632 24 9,952 5,645

Total 455 101 395 951 357,872 694 292,143 179,317
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第3部

付属資料



1.調査団の構成: 宮西 敬朋 三祐コンサルタンツ

高塚 孝教 三祐コンサルタンツ

2.調査行程(平成9年3月13日から3月26日)

月 日 曜日 宮西敬朋 宿泊地 高塚孝教 宿泊地

3 13 (木) 移動(名古屋-ハンコク:TG737) カラチ空港 移動(東京-ハンコク:TG641) カラチ空港

移動(ハンコクーカラチ:TG501) 及び機内 移動(ハーンコクーカラチ:TG501) 及び機内

14 (金) 移動(カラチ-I(スラマハしド:pK318)

大使館､JⅠCA表敬

移動(イスラマハ●-トヘ○シャワール:車)

ヘ○シャワール 同左 同左

15 (土) ヘ○シャワール農業大学にて打合わせ

同大学試験圃場視察

NWFP農業局計画主任と打合せ

ヘ○シャワール 同左 同左

16 (日) タルナブ農業試験場訪問.打合せ

同試験場施設の視察

移動(ヘ○シャワールースワット:車)

スワット 同左 同左

17 (月) マラカン農業試験場にて打合せ

同試験場施設の視察

移動(スワット-ヘ○シャワール:車)

ヘ○シャワール 同左 同左

18 (火) ノウシュラ農業試験場にて打合せ

同試験場施設の視察

ヘ○シャワール 同左 同左

19 (水) ヘ○シャワール農業大学にて打合せ

移動(ヘ○シャワール-イスラマハ'-ド:車)

イスラマハ●-

ド

同左 同左

20 (木) 大使館及びJⅠCAに結果報告

移動(イスラマハ◆1∴ハ◆ンコク:PK792)

機内 同左 同左

21 (金) 移動(イスラマハ'-トハンコク:PK792)

DEDPにてDG表敬及び担当者と

の打合せ

ハーンコク 同左 同左

22 (土) 関連資料の収集､打合せ資料作

成

ハンコク 同左 同左

23 (日) DEDP竹内専門家と打合せ

現場調査準備

ハ◆ンコク 同左 同左

24 (月) 移動(ハ●ンコク-コンケン-ハーンコ

ク:TGO40/053)

コンケン周辺DEDPポンプセンター訪問.

打合せ及びポンプ港概施設視察

ハーンコク 同左 同左

25 (火) DEDPにて打合せ

OECF表敬.打合せ

機内 同左 ハンコク

26 (水) 移動(ハーンコク-名古屋:TG738) 移動(ハンコクー東京:TG640)
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3.面会者リスト

パキスタン国

l.北西辺境州立農業大学

1. Prof･ Jehangir man Kbattak, Vice Chancellor

2. Mr. Saeed ul Hasan, Dean, Faculty of Crop Production Sciences

3. Mr. Mohammad Nawab紀Ian, Dean Faculty of Rural Sciences

4. Mr. Mohammad Tariq, Chairman and ProfTessor, Water Management

5. Dr. Saifullah K血attak, Director General Research

6･ Mr･ Mohammad Saeed, Dean Faculty of Nutrition Sciences

7･ Dr･ Mohammad Jamal,Associate Professor, Water Management

8･ Mr･ Moharr-ad ShaB,Assistant Professor (AGRO)

9. Dr. Mir Hatam,Associate Professor

10. Dr. Abdul Rashid, Professor & Chairman

ll. Dr. M.Asrar, Professor & Chairman

12･ Dr･lmran,Associate Professor (PBG)

13･ Mr･Liaquat All, Director Planning & Development

ll.北西辺境州農業省

1

2

3

Mr. Moharr皿ad Iqbal, Chief Plaming OfBcer

Mr･ Mir Sardar Khan, Dy･ Director Planning (Agri)

Mr･ Adz ur Rehman Malick, Chief of Agriculture (P&D)

lll.クルナフ総合農事試験場

1. Mr. Habib ur Rehman, Director General

2. Mr. Pordil Khan, ProjectDirector

lV.ミンゴラ農業試験場

1

2

3

Mr. MohammadAmin man, Director

Mr. Dilrosh Khan, Rice Botanist

Mr･ Badshah Wahid, Food Technologist (PostProduction Technologist)
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Mr･ M･ Rahim, Economic Botanist (OilSeed Crop)

Mr･ Qazi Aqiqunah, ProjectDirector (Malakand Food Vegetable Dev･ Proj)

∨.ノウシェラ穀類試験場

1

2

3

Mr. Abdul Wadud, Director

Mr･ Ismail Jam, Farm Manager

Mr･ Mohammad Jehangir, Agri･ Engineer

Vl.日本人関係者

1

2

3

4

5

Fukuicbiro Tanaka

山田 耕土

中川 和夫

永友 紀章

Masatoshi Murao

タイ王国

l.エネルギー開発･促進局

l

'-

3

4

5

日本大使館(一等書記官)

日本大使館(一等書記官)

JICAパキスタン事務所(所長)

JICAパキスタン事務所(次長)

JICAパキスタン事務所(次長)

Dr. Pmthes Sutabutr, Director General

Mr･ Somchet Swangnetr, Director of Region 2

Mr. Ad111 Chaiarun, Director of Imp]ementation, 0 & M)

Mr･ Boonkerd Chookijrungroj, Engineer

Mr･ Choosak, Chief of Maha Sarakham Pumping Station

ll.日本人関係者

竹内 兼蔵 JICA専門家(DEDP)

小島 -夫 OECFバンコク事務所(駐在員)
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第4部

現地写真集



．化西道場州、■／J復讐互ノアでのlj●らrけjせ

北西辺境州立農業大学での打ち合わせ

いリ1－iI巨l柄が川ぺ？副一、㌢1・主）

（写真正面が同大学副学長）

此Il電通蝿州立長男大学

北西辺境州立農業大学

川左や肌勺に展l朋する武♯川嶋

同大学構内に展開する試験圃場
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他州道場州、＝貴華人7日力＝ト．‘7かせ

t鳩分析やの機器整備粧兄・埠びスタッフ

北西辺境州立農業大学での打ち合わせ
土壌分析室の機器整備状況及びスタッフ

北西辺境州農業省

計画部長との打ちわわせ風景

・4-2



ウル十プ総合戯●Il．式強喝トト餌）

タルナブ総合農事試験場（本館）

タルナプ総合農事試験場　刊瓜鹸嶋
油糧作物試験圃場にて場長らと打ち合わせ

・ト：4-3



ノ巾シユラ瀬棚試鱗鳴

ノウシェラ穀物試験場

（場長他との打ち合わせ風景）

ノウシェラ穀類試験場レイアウトI
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ノウシェラ穀類試験場

（カブール川よりの灌漑用揚水ポンプ）

ノウシェラ穀類試験場　常態虞鹸嶋

小麦・メイズの貯蔵施設（乾燥・送風施設は無い）

4-5小台



コンケン・ホンプセンターにて第2管区所長と打ち合わせ

Krai Num Sanポンプ灌漑地区

Chi川に設置されたフローチィング・ポンプ　‡■〃■

・・4-6l・・l・i・



Xrai Nun San ポンプ灌漑地区　^二　7膚載地IJ

フロ一ティング・ポンプに電力を供給するための受電施設　登穂鳥慮

Krai Nun Sanポンプ灌漑地区　積載他l<

フローティング・ポンプからの吐水部分と幹線

4-7



Krai Nun Sanポンプ灌漑地区　　

幹線水路ポンプ容量と水路容量が不一致

KraiNunSanボンプ灌漑地区

一票銀塊尺との聴兄女性醜■・亡．LLで

受益農民との意見交換風景

4-8rl・撼
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